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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第２四半期
連結累計期間

第50期
第２四半期
連結累計期間

第49期

会計期間

自平成26年
　９月１日
至平成27年
　２月28日

自平成27年
　９月１日
至平成28年
　２月29日

自平成26年
　９月１日
至平成27年
　８月31日

売上高 （千円） 3,812,674 3,651,371 7,640,819

経常利益又は経常損失（△） （千円） 1,596 2,048 △16,107

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △40,550 △244,236 △61,805

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 442,845 △474,885 494,844

純資産額 （千円） 5,117,912 4,507,257 5,158,964

総資産額 （千円） 6,402,707 5,760,358 6,359,700

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）
（円） △11.11 △69.21 △16.94

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 79.93 78.25 81.12

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △23,638 173,153 44,233

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △112,014 △51,689 △218,338

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △11,598 △177,423 △23,344

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,074,265 928,182 1,037,575

 

回次
第49期

第２四半期
連結会計期間

第50期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成26年
　12月１日
至平成27年
　２月28日

自平成27年
　12月１日
至平成28年
　２月29日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △12.71 △82.03

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純損失」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失」としておりま

す。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

 

（１）業績の状況

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費は低迷し、中国経済の減速懸念等があるものの、

雇用・所得環境の改善に伴い企業の業績においては緩やかな改善基調となりました。

　このような状況の中、当社グループの主な販売先であります自動車業界は北米を中心に堅調に推移しましたが

国内での生産及び販売は減少しました。電動工具業界は北米を中心に全般的に販売は増加しました。また、生産

比率は海外が増加し、国内が減少しました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は36億51百万円（前年同四半期比4.2％減）となり、経常利益

は２百万円（同28.3％増）となりましたが、減損損失の計上により親会社株主に帰属する四半期純損失は２億44

百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失40百万円）となりました。

　　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　　①日本

　国内は、自動車向け部品の生産停止のため受注が減少し、売上高は14億78百万円（前年同四半期比3.6％

減）、営業損失は59百万円（前年同四半期は営業損失14百万円）となりました。

　　②中国

　中国は、為替の影響により売上高は21億22百万円（同5.9％減）となりましたが、支払ロイヤリティーの

減少により、営業利益は47百万円（前年同四半期は営業損失１百万円）となりました。

　　③タイ

　タイは、新規受注が増加し売上高は90百万円（同4.8％増）となりましたが、設備の稼働率は依然として

低いまま推移し、営業損失は43百万円（前年同四半期は営業損失54百万円）となりました。

 

資産、負債及び純資産の状況は次のとおりであります。

　資産合計は前連結会計年度末と比べ５億99百万円減少し57億60百万円（前連結会計年度末比9.4％減）とな

りました。これは主に有形固定資産が３億１百万円、現金及び預金が１億94百万円、受取手形及び売掛金が43

百万円それぞれ減少したことによるものであります。

　負債合計は前連結会計年度末と比べ52百万円増加し12億53百万円（同4.4％増）となりました。これは主に

買掛金が43百万円、賞与引当金が17百万円それぞれ増加したことによるものであります。

　純資産の合計は前連結会計年度末と比べ６億51百万円減少し45億７百万円（同12.6％減）となりました。こ

れは主に利益剰余金が２億55百万円、為替換算調整勘定が２億20百万円それぞれ減少し、自己株式が１億65百

万円増加したことによるものであります。
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（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比

べ１億９百万円減少し９億28百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況につきましては、以下のとおりであります。

　営業活動の結果得られた資金は１億73百万円（前年同四半期は23百万円の資金の支出）となりました。これは

主に税金等調整前四半期純損失が２億５百万円、減価償却費が95百万円、減損損失が２億16百万円及び仕入債務

の増加が78百万円等の要因によるものであります。

　投資活動の結果使用した資金は51百万円（前年同四半期は１億12百万円の資金の支出）となりました。これは

主に定期預金の純収入24百万円及び有形固定資産の取得による支出76百万円等の要因によるものであります。

　財務活動の結果使用した資金は１億77百万円（前年同四半期は11百万円の資金の支出）となりました。これは

主に自己株式の取得による支出１億65百万円等の要因によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は２百万円であります。なお、当第２

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,720,000

計 12,720,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成28年２月29日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年４月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,896,000 3,896,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 3,896,000 3,896,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年12月１日～

平成28年２月29日
－ 3,896,000 － 671,787 － 717,689
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（６）【大株主の状況】

  平成28年２月29日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

杉浦　求 愛知県碧南市 454 11.67

杉浦　武 愛知県碧南市 439 11.29

近藤　忠彦 愛知県碧南市 210 5.39

旭化学工業取引先持株会 愛知県安城市城ヶ入町広見133-3 171 4.40

株式会社三幸商会 愛知県名古屋市千種区内山3-3-2 151 3.89

岡崎信用金庫 愛知県岡崎市菅生町字元菅41 110 2.82

杉浦　誠 愛知県碧南市 91 2.35

株式会社マキタ 愛知県安城市住吉町3-11-8 77 1.98

吉川　直樹 奈良県生駒郡斑鳩町 66 1.69

バンク　オブ　ニューヨーク

（常任代理人　株式会社三菱東京

ＵＦＪ銀行）

32 ND FLOOR ONE WALL STREET NEW YORK

NY 10286 U.S.A

（東京都千代田区丸の内2-7-1）

55 1.42

計 － 1,827 46.91

　（注）上記のほか、自己株式が668千株あります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年２月29日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　668,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　3,226,900 32,269 －

単元未満株式 普通株式　　　1,100 － －

発行済株式総数 3,896,000 － －

総株主の議決権 － 32,269 －

 

②【自己株式等】

平成28年２月29日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

旭化学工業（株）
愛知県碧南市港南

町二丁目８番地14
668,000 － 668,000 17.15

計 － 668,000 － 668,000 17.15
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２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役
旭日塑料制品（昆
山）有限公司　　　
副総経理兼製造部長

取締役 製造部長 手島　淳 　平成27年11月30日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年12月１日から平

成28年２月29日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年９月１日から平成28年２月29日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年８月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,020,540 1,826,357

受取手形及び売掛金 　　847,737 　　804,407

商品及び製品 221,351 200,595

仕掛品 134,453 138,528

原材料及び貯蔵品 138,690 148,017

繰延税金資産 8,077 178

その他 235,531 215,658

貸倒引当金 △1,530 △1,870

流動資産合計 3,604,852 3,331,872

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 700,612 612,036

機械装置及び運搬具（純額） 554,776 434,403

土地 975,430 888,883

その他（純額） 27,893 22,367

有形固定資産合計 2,258,712 1,957,690

無形固定資産 9,673 9,391

投資その他の資産   

投資有価証券 188,737 165,875

その他 300,784 298,587

貸倒引当金 △3,059 △3,059

投資その他の資産合計 486,463 461,403

固定資産合計 2,754,848 2,428,485

資産合計 6,359,700 5,760,358

負債の部   

流動負債   

買掛金 723,240 766,288

未払法人税等 9,492 21,897

賞与引当金 23,680 41,473

役員賞与引当金 5,686 3,120

その他 205,673 191,912

流動負債合計 967,772 1,024,691

固定負債   

繰延税金負債 185,929 182,992

役員退職慰労引当金 45,278 44,901

その他 1,755 514

固定負債合計 232,963 228,408

負債合計 1,200,736 1,253,100

 

EDINET提出書類

旭化学工業株式会社(E01031)

四半期報告書

 9/19



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年８月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 671,787 671,787

資本剰余金 729,938 729,938

利益剰余金 2,843,348 2,588,165

自己株式 △132,940 △298,814

株主資本合計 4,112,134 3,691,076

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 64,378 53,752

為替換算調整勘定 982,451 762,428

その他の包括利益累計額合計 1,046,830 816,181

純資産合計 5,158,964 4,507,257

負債純資産合計 6,359,700 5,760,358
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年９月１日
　至　平成27年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年９月１日
　至　平成28年２月29日)

売上高 3,812,674 3,651,371

売上原価 3,544,298 3,416,877

売上総利益 268,376 234,494

販売費及び一般管理費 ※１ 　　302,571 ※１ 　　286,940

営業損失（△） △34,195 △52,446

営業外収益   

受取利息 20,408 17,140

受取配当金 444 350

為替差益 9,721 34,516

その他 5,318 2,830

営業外収益合計 35,892 54,838

営業外費用   

支払利息 101 100

その他 － 243

営業外費用合計 101 343

経常利益 1,596 2,048

特別利益   

固定資産売却益 111 346

投資有価証券売却益 8,051 9,673

特別利益合計 8,163 10,019

特別損失   

固定資産売却損 343 353

固定資産除却損 1,823 220

減損損失 － ※２ 　　216,607

特別損失合計 2,166 217,181

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
7,592 △205,113

法人税、住民税及び事業税 27,525 29,229

法人税等調整額 20,617 9,893

法人税等合計 48,143 39,122

四半期純損失（△） △40,550 △244,236

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △40,550 △244,236
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年９月１日
　至　平成27年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年９月１日
　至　平成28年２月29日)

四半期純損失（△） △40,550 △244,236

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △7,654 △10,625

為替換算調整勘定 491,049 △220,023

その他の包括利益合計 483,395 △230,649

四半期包括利益 442,845 △474,885

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 442,845 △474,885

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年９月１日
　至　平成27年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年９月１日
　至　平成28年２月29日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
7,592 △205,113

減価償却費 103,049 95,883

減損損失 － 216,607

賞与引当金の増減額（△は減少） 20,426 19,183

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2,998 △2,566

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,511 △376

貸倒引当金の増減額（△は減少） 370 340

受取利息及び受取配当金 △20,852 △17,491

支払利息 101 100

投資有価証券売却損益（△は益） △8,051 △9,673

為替差損益（△は益） △2,876 3,139

有形固定資産売却損益（△は益） 232 7

有形固定資産除却損 1,823 220

売上債権の増減額（△は増加） △81,996 23,530

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,395 △18,272

その他の流動資産の増減額（△は増加） △15,887 6,291

仕入債務の増減額（△は減少） △19,659 78,861

未払費用の増減額（△は減少） △2,160 △5,567

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,767 △7,608

その他の流動負債の増減額（△は減少） △2,592 △1,495

小計 △26,598 175,999

利息及び配当金の受取額 12,802 11,866

利息の支払額 △101 △100

法人税等の支払額 △9,741 △14,612

営業活動によるキャッシュ・フロー △23,638 173,153

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △95,481 △95,396

定期預金の払戻による収入 120,000 120,000

投資有価証券の取得による支出 △52,946 △1,236

投資有価証券の払戻による収入 － 4,008

投資有価証券の売却による収入 12,313 14,203

有形固定資産の取得による支出 △77,531 △76,300

有形固定資産の売却による収入 191 4,415

無形固定資産の取得による支出 △2,994 △3,996

投資その他の資産の増減額（△は増加） △14,815 △17,386

その他の増減額 △750 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △112,014 △51,689

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △513 △554

自己株式の取得による支出 △12 △165,874

配当金の支払額 △11,071 △10,994

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,598 △177,423

現金及び現金同等物に係る換算差額 157,588 △53,433

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,337 △109,392

現金及び現金同等物の期首残高 1,063,928 1,037,575

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 　　1,074,265 ※ 　　928,182
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該

表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及

び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年９月１日

　　至 平成27年２月28日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年９月１日

　　至 平成28年２月29日）

給与賞与 79,144千円 71,534千円

荷造運搬費 59,995 54,339

賞与引当金繰入額 3,507 4,508

役員賞与引当金繰入額 2,700 3,120

退職給付費用 1,166 1,060

役員退職慰労引当金繰入額 1,511 1,608

貸倒引当金繰入額 370 340

 

※２　減損損失

　　　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しまし

た。

場所 用途 種類 減損損失（千円）

旭化学工業株式会社　　
（日本、愛知県）

事業用設備資産 建物、土地及び機械装置等 216,607

　当社グループは、原則として、事業用資産についてはセグメントを基準としてグルーピングを行っております。

　当第２四半期連結累計期間において、収益性の低下がみられたことにより、帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、減損損失（216,607千円）として特別損失に計上しております。その内訳は建物50,626千円、土地71,913千

円、機械装置71,855千円、その他22,211千円であります。

　また、回収可能価額は正味売却価額であり、合理的に算定された価額（不動産鑑定評価額等）に基づき算定して

おります。

　なお、前第２四半期連結累計期間については、該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年９月１日
至 平成27年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年９月１日
至 平成28年２月29日）

現金及び預金勘定 2,228,677千円 1,826,357千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △1,154,411 △898,175

現金及び現金同等物 1,074,265 928,182
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年９月１日　至　平成27年２月28日）

１．配当に関する事項

（１）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月27日

定時株主総会
普通株式 10,947 3.00 平成26年８月31日 平成26年11月28日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年４月10日

取締役会
普通株式 10,946 3.00  平成27年２月28日  平成27年５月25日 利益剰余金

 

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年９月１日　至　平成28年２月29日）

１．配当に関する事項

（１）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月26日

定時株主総会
普通株式 10,946 3.00 平成27年８月31日 平成27年11月27日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成28年１月15日開催の取締役会決議に基づき、自己株式421,000株の取得を行いました。この結

果、当第２四半期連結累計期間において、自己株式が165,874千円増加し、当第２四半期連結会計期間末にお

いて自己株式が298,814千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年９月１日　至平成27年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 日本 中国 タイ 計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高       

外部顧客への売上高 1,534,304 2,195,718 82,651 3,812,674 － 3,812,674

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 58,574 3,899 62,474 △62,474 －

計 1,534,304 2,254,293 86,550 3,875,148 △62,474 3,812,674

セグメント損失（△） △14,026 △1,509 △54,551 △70,088 35,893 △34,195

(注)１．セグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年９月１日　至平成28年２月29日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 日本 中国 タイ 計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高       

外部顧客への売上高 1,478,926 2,081,784 90,660 3,651,371 － 3,651,371

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 40,502 19 40,521 △40,521 －

計 1,478,926 2,122,286 90,679 3,691,892 △40,521 3,651,371

セグメント利益又は損失

（△）
△59,227 47,265 △43,791 △55,753 3,307 △52,446

(注)１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   （単位：千円）

 日本 中国 タイ 合計

減損損失 216,607 － － 216,607
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年９月１日
至　平成27年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年９月１日
至　平成28年２月29日）

１株当たり四半期純損失金額 11円11銭 69円21銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（千円） 40,550 244,236

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（千円）
40,550 244,236

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,649 3,528

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、1株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年４月８日

旭化学工業株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 森内　茂之　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 岡田　昌也　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭化学工業株式

会社の平成27年９月１日から平成28年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年12月１日から平

成28年２月29日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年９月１日から平成28年２月29日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、旭化学工業株式会社及び連結子会社の平成28年２月29日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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